







































































































































































知 ら れ て い な い リ チ ャ ー ド・G・ バ ジ ャ ー 出 版 社 で 印 刷 さ れ た 」
（Janowitz, 1966: vx）。
この経緯から、多くの後続するアメリカ社会学者たちが実際に参照で
きたのは、1927 年にクノップ社から刊行された第 2 版の 2 巻本合本か、




















































































































ントらの民族心理学に影響されている。ミードは 1888 年秋から 1891 年
秋まで主としてライプツィッヒに、トーマスは 1888 年から 1889 年まで
ベルリンとゲッチンゲンに、それぞれ滞在した。ただしトーマスは、す
でに一度オバーリン大学で英文学の教職に就いたのち、シカゴの大学院




講義を 3 種類、履修している。2 クォーターにわたる「比較心理学」





























































































































































































コーパスを用いて出現回数を検討すると、「願望 wishes」は 2 回のみ
使用され、うち 1 回が「4 つの願望」の意味で用いられている。冒頭部
で、「J・B・ワトソンが基本的な感情を 3 タイプに還元したように、自
分は根本的な 4 つの願望を発見した」という指摘をし、ここで「4 つの
願望」を紹介する（p. 159）。すなわち「新経験 new experience」、「安









































こ の 部 分 を 最 初 と し て、 以 下 本 論 で は、definition（s） が 27 回、






























































当該論文は、頁数は 86 頁、およそ 27000 語からなる。1917 年論文の
約 3.5 倍 の 語 の 総 量 で あ る。 こ の 論 文 中、definition（s） は 19 回、
define（-s, -d）は 6 回、definition of the situation は 2 回、出現する。正
確に definition of  the situation の使われた回数としては 1917 論文と同
じであるが、define 系の語の出現回数は 25 回と、むしろ少ない。なお、
一般的な用法も多いが、situation（s）の出現回数は 53 回と多くなって
いる。同様にして、wish（-es,  -ed）については 11 回出現、ただし一般
的な用法が多く、「4 つの願望」の使用法は多くない。ちなみに desire
（-d）は 19 回である。反対に、value（s）が 139 回、attitude（s）が 212
回と大量に出現している。これらの出現頻度の相違は、わずか 1 年間で
の変化ともいえる（ただし 1917 年論文がトーマス個人の講演原稿であ
































唯 一 の 大 型 計 算 機 用 コ ン コ ー ダ ン ス・ プ ロ グ ラ ム だ っ た Oxford 
Concordance Program （OCP）（1981 年公開）を利用した。1988 年以後は



















版は 1500 部が印刷され、1926 年にはまだ売れ残っていた（Janowitz,  Ibid., 
lii）。
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